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120年前の厚真はどんな町？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－３９７７（土日） 

～夜間プラネタリウム投映会～ 

とき ７月１５日(金)午後６時３０分 

※晴天の場合は引き続き天文台で観

望会を実施します。（当日は、土星・

火星・月等を観察できます。） 

ところ 青少年センター 

プラネタリウム室・天文台 

※夜間開催のため、小・中学生のみでの参加

の場合は保護者の同伴もしくは送迎が必要

です。 

 

このコーナーへのお問い合わせは… 

教育委員会 社会教育グループ   

℡２７－２４９５    までお願いします。 

までお願いします。 

今年は厚真町が、明治30年に苫小牧外六カ村戸長役場から分離独立して以来、120年になる

年です。町では9月に記念式典を行います。 

120年間の厚真町の歴史、またはそれ以前厚真町はどんな所だったのかを調べるための資料と

して、郷土資料があります。厚真村が厚真町になったのはいつかを調べるときには「厚真町史」

を使います。ショロマ遺跡で発掘された文化財について調べたいときは「厚幌ダム建設事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査報告書」という資料があります。ハスカップと厚真町の関係は厚真町ハス

カップブランド化推進協議会で作成した「日本一のハスカップのまち 厚真町」で知ることがで

きます。インターネットでも手軽に調べることはできますが、その際には、どこ・だれ発信の情

報なのかを注意しましょう。 

図書室では、厚真町に関係する資料を積極的に収集しています。例えば、「厚真村開村 30 周

年記念写真帖」「厚真村史」「厚真町史」といった厚真の歴史を詳細に記録した資料や、小学校・

中学校の記念誌、各自治会の記念誌、アイヌ文化との関連書などがあります。また、厚真の郷土

芸能や移住ガイドといった映像作品、サークルの同人誌も厚真を知るための貴重な郷土資料とし

て収集しています。 

これらは紛失してしまうと手に入らない貴重な資料のため、禁帯出（図書室の外に持ち出せな

い）扱いが多いのですが、自由に手に取って読むことはできます。120年記念に合わせ厚真の歴

史とご自身の歩みを重ねた自分史などお作りになってみませんか。郷土資料は青少年センター図

書室にあります。 

～ホログラフィー展～ 

実際には何もないのに、そこに物体が浮かび上

がっているように見える…。光の不思議に出会

いに来てください。 

とき 7月２３日（土）～８月１６日（日） 

ところ 青少年センター２階ギャラリー 

～世界の昆虫展～ 

 夏休み恒例の「世界の昆虫展」を今年も青少年セ

ンターで開催します。厚真町や北海道内で見られる

昆虫から、遠く熱帯の国々に生息する昆虫まで、世

界の昆虫標本を展示します。 

 

とき  ７月２３日（土）～８月１６日（火） 

    午前９時から午後５時まで 

    （火・木は午後７時まで） 

ところ 青少年センター２階ホール 


